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操作変数の妥当性に関する検定

IV推定量を定義する (9.5)の最小値

(y − Xβ̃)′PW (y − Xβ̃) = ũ′PW ũ (9.12)

の分布を利用して，操作変数の妥当性を検定することができる。具体的には，検定統計量は

G =
ũ′PW ũ
σ̃2

u

で与えられる。ただし，σ̃2
u は (9.11)で定義された σ2

u の一致推定量である。

定理 9.5 ` > kのとき，操作変数法の適用が妥当である (すなわち，仮定 IV2–IV5が満たされる)ならば，

G
d−→ χ2

`−k (T → ∞).

ここで，`は wt の次元，kは xt の次元である。

＜証明＞ まず，σ̃u の一致性と補題 8.14 (の多変量版)から，与えられた条件のもとで
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d−→ z ∼ N(0, I`) (T → ∞) (9.13)

であることが容易に示せる。

次に，残差は

ũ = y − Xβ̃ = y − Xβ + X(β − β̃)
= u + X(β − β̃)

であるから，
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と書き直せる。
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を代入すると
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ゆえに，補題 8.14 (の多次元への拡張)により，
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